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①応援派遣の目的

・「不足した職員の業務をカバーする」

・「利用者やその家族の生活を守る」

・「感染拡大させない」「自分も感染しない」

⇒サービスの継続



②応援派遣職員としての心構え

・利用者や職員に寄り添った配慮ある行動

・チームワーク、協調性をもつ

・情報収集と情報共有

・介護職員としての基本的な知識・能力の活用

・安全確保、健康管理



③応援派遣にあたっての事前確認
・応援派遣の目的、背景

・派遣先の責任者の確認（窓口や担当者の連絡先）

・応援派遣業務内容（活動場所・人数・活動時間・期間）

・応援側の準備すべき物品

・応援派遣者の活動環境（休憩場所や時間）

・感染症対策の注意点を整理

・傷害保険への加入



④派遣先の状況
■県西部のグループホーム

対応エリア / レッドゾーン

時 期 / 令和3年5月

応 援 期 間 / 5日間 8：30～17：00

陽 性 者 / 利用者6名・職員7名（クラスター発生）

備 考 / 日々陽性者が発生している

DMAT（災害派遣医療チーム）派遣

介護老人保健施設より応援職員1名の派遣あり

（自分より１日早く現地に入る）

食事休憩の場所は車内



⑤実施した業務内容
■初日（8：30～17：00）

オリエンテーション（DMAT・現地指揮者より）

①洗濯（リネン） ②利用者バイタルチェック

③水分補給 ④排泄介助（オムツ交換）

⑤昼食の配膳～食事介助～片付け

⑥おやつ介助 ⑦水分補給

⑧洗濯（リネン） ⑨夕食の食事介助

※2日目～5日目まで早番勤務に入る

（6：30～15：00）



DMAT資料①
■現状分析



DMAT資料②
■居室配置図 ■感染者リスト



DMAT資料③
■コンタクトリスト ■支援組織図



DMAT資料④
■TO DOリスト ■時系列にまとめる



DMAT資料⑤

■職員シフト表 ■情報共有及び情報を整理する



・ゾーニングや動線の理解

・正しい個人防護具の着脱方法

・感染症対策に注意した介助方法

・職員の体調管理や手指消毒の徹底

・職員のメンタルケア

・環境や設備の感染症対策

まとめⅠ （感染症発生時の重要事項）



・感染症対策の物品管理

・有事に備えた組織体制づくり

・感染症対策のマニュアル策定や

職員周知（研修や訓練）

※事業継続計画BCP
2024年4月より義務化

まとめⅡ （平常時の組織的重要対策）



県知事へ報告（令和3年11月10日実施）
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